
　『沖縄県物産検査関係例規』と

その沖縄県関係の収録令規について

　　　　　　　　　　　　青　嶋　　　敏

一　はじめに

　本稿は、筆者がこれまでに行なってきた戦前期沖縄県の令達集ないし令規集

（以下「令達・令規集」という。）に関する研究の一環として、沖縄県物産検査

所が1934年（昭和９年）に発行した『沖縄県物産検査関係例規』（以下「本書」

ということがある。）の書誌情報について解説するとともに、本書に収録され

ている沖縄県の物産検査に関する令達ないし令規（以下本稿では「令規」とい

う。）についてデータを整理して紹介することを目的とする。

　ところで、筆者は、2009年３月に公表した「戦前期沖縄県の令達集・令規集

についてｰその書誌情報の素描-」と題する研究報告において、明治期

から昭和戦前期までに編纂・発行された沖縄県の令達・令規集として『学事規

定全書』（明治27年発行）、「沖縄県令達類纂〔初版〕』（明治39年発行）、『沖縄

県町村諸規程』（推定発行年明治41年～43年）、「沖縄県令達類纂〔改訂増補版〕』

（明治44年発行）、「沖縄県会計法規」（大正３年発行）、『沖縄県町村自治之栞　全』

（大正４年発行）、『加除自在現行沖縄県令規全集』（昭和４年再版発行）、

「沖縄県警察法規類典　全」（昭和10年発行）、『沖縄県青年学校法令集　全』

（昭和14年発行）の９件を取り上げ、これらの書誌情報を素描した。そうして、

『加除自在現行沖縄県令規全集』を除く８件の令達・令規集については、これ

らに収録された令規に関する情報を一覧表に整理して紹介を行ってきた。し

かし、上記研究報告の執筆時点（2008年）では未確認であった令達・令規集で

あって、その後その所在を確認できたものが２件存在する。このうち「糖業関

係例規」（昭和５年発行）についてはすでに別稿で紹介した。本稿で取り上げ
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る「沖縄県物産検査関係例規」も同様に上記研究報告の執筆以後に筆者が確認

することができた令達・令規集である。

本稿における底本と本書の所蔵状況について

　本稿で取り上げる沖縄県物産検査所編『沖縄県物産検査関係例規』の底本は、

沖縄県立図書館が所蔵する「山下久四郎文庫」中の一冊（請求記号:YK60-

052）（以下「山下文庫本」という。）である。この山下久四郎文庫は、三重県

出身の山下久四郎氏（1901年～1982年）が沖縄県および鹿児島県の糖業課の嘱

託時代（大正・昭和初期）に収集した糖業や農業関係資料約850点（その内訳

は、沖縄県の糖業関係資料約350点、奄美大島の糖業関係資料約100点、糖業以

外の沖縄関係資料約350点などである。）からなる文庫であり、1976 (昭和51）

年に、旧蔵者である山下氏から沖縄県立図書館に譲渡されたものである。管

見の限りでは、本書の原本を所蔵しているのは、この沖縄県立図書館の山下久

四郎文庫だけである。

　ちなみに、沖縄県立図書館は、この山下文庫本の複製本（請求記号は同上）

も所蔵し閲覧に供しているが、複製本の作成にあたって生じたと思われる若干

の落丁と乱丁が存在する（詳細については後述する。）ので、この複製本を閲

覧利用する際には注意が必要である。

　ところで、沖縄県公文書館は、『沖縄県物産関係例規、砂糖及樽標準査定会

提案、その他』（資料コード:T00019110B）と題する複製本を所蔵している

が、その原本は沖縄県立図書館所蔵の山下文庫本である。この複製本には、全

部で13件の資料が合冊されているが、その冒頭に「沖縄県物産検査関係例規」

が綴られている。ただし、この複製本の背表紙には上掲のように『沖縄県物産

関係例規……』と表示されており、またこの複製本の作成に際して付されたと

思われる手書きの仕切り紙にも「沖縄県物産関係例規」と表記されている。な

お、この複製本に収録されている「沖縄県物産検査関係例規」については、上

述したような沖縄県立図書館所蔵の複製本に見られる落丁と乱丁は存在ない。
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『沖縄県物産検査関係例規』（山下文庫本）について

（1）山下文庫本の体裁

　本書の山下文庫本は、右開きの小型本（縦最大部分15.5センチメートル、横

最大部分10.5センチメートル）で、クロス張りの表紙の右端に開けられた二穴

に通した黒の綴り紐で綴られており、いわゆる「加除式」の体裁をなしている

（ただし、本文に追録加除された形跡はみあたらない。）。表紙および背表紙に

は黒色で「沖縄縣物産検査関係例規」と表示されている。表紙の右下隅から背

表紙下部、さらに裏表紙左下隅にかけて沖縄県立図書館の請求番号のラベルが

貼付されている。なお、表紙の右上隅に鉛筆で「377」と書かれているが、そ

の意味は不明である。

（2）山下文庫本の内表紙

　山下文庫本の内表紙のほぼ中央に「沖縄縣物産検査関係例規」という書名が

黒色で表示されている。この書名の左側に、万年筆（青インク）で「農林課糖

業係用」と書き込まれており、このことから山下文庫本はもともと沖縄県の農

林課糖業係の職員の業務に使用されていたと推定される。また、これら書名と

書込みの下部には、「砂糖文庫／第2908号／　年　月　日／山下」（「／」は改

行。筆者による。以下同じ。）という印影の横長楕円形の蔵書印（朱色）が押さ

れている（ただし、番号部分は万年筆〔青インク〕による手書きである。）。さ

らに、上記蔵書印の右側に、「山下/12.3.31」という印影の丸印（赤色）が押印

されている。これらの押印は、山下文庫本がその後、旧蔵者である山下久四郎

氏の糖業関係の蔵書資料にれを山下氏は「砂糖文庫」と命名していた。）と

して所蔵されていたことを示している。なお、丸印の数字部分は判読が難しく、

「12.3.31」は筆者による推定であるが、年月日を表わしていると考えられる。

本書は昭和９年に発行されたものであるので、昭和12年３月31日の意であろう。

（3）本書の目次

　本書の目次には、１頁から３頁までの頁付けがあるが、目次の記載内容は２

頁の半ばで前後に二分されている。
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　すなわち、目次の前半はいわば本編の目次に相当する部分であり、ここには、

物産検査関係の沖縄県令規17件（その令規類型別の内訳は、諭告１件、県令３

件、告示１件、訓令甲５件、訓令乙２件、指令２件、通知１件、物産検査所通

牒２件である。）が列挙されている。この目次の前半に掲載されている情報は、

令規の名称または件名、公布年または発令年、令規類型、令規番号、本文にお

ける令規の掲載頁（冒頭頁）である。山下文庫本では、17件の令規のうち６件

（後掲【表２】の11、12、15、17、18、116）には、その名称または件名

の表記の上方から右側にかけて赤鉛筆によるかぎ型のチェックが書き込まれて

いる。

　他方、目次の後半には、「附録」という見出しの区分の後に、国（中央政府）

の法令２件（その内訳は勅令１件、内務省令１件である。）および沖縄県令規

10件（その令規類型別の内訳は、県令１件、告示１件、訓令甲８件である。）

が列挙されている。この目次の後半に掲載されている情報も、目次の前半と同

じく、令規の名称または件名、公布年または発令年、令規類型、令規番号、本

文における令規の掲載頁（冒頭頁）である。

（4）山下文庫本の本文

　山下文庫本の本文は１頁から114頁まであるが、78頁（77頁の裏面で、昭和

９年５月22日訓令甲第７号「沖縄県電報発信符号表」〔後掲【表２】の1 17〕

の掲載部分に続く頁）に相当する頁が白紙であるため、本文の分量は実質113

頁である。このうち、本編に相当するのは１頁から77頁まで、「附録」は79頁

から114頁までである。そして、本編部分と「附録」部分とは、「附録」と表示

された仕切り紙（朱色）で仕切られている。また、本文中には、文字を追加・

修正して印刷している部分（本文と同じ黒色）が８箇所ある。

　ところで、沖縄県立図書館の複製本では、本文の16頁以降が、16頁→18頁→

16頁→17頁→18頁→19頁→22頁→23頁となっている。したがって、20頁と21頁

が落丁となっており、かつ16頁から18頁までが乱丁となっている。原本にはこ

のような落丁や乱丁は存在しないので、これらの落丁や乱丁は複製本の作成の

際に生じたものであると考えられる。ちなみに、複製本で落丁となっている20
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頁の掲載内容は、大正15年５月16日県令第９号「物産検査規則」（後掲【表２】

の１２）の様式「第三号　酒検査証票紙」のうち、「罎詰」の「不合格（肉赤

色）」の証票紙、ならびに、様式「第四号　砂糖樽検査証印」の「合格（肉色

黒）」および「不合格（肉色赤）」の検査証印の部分であり、また、同様に複製

本で落丁となっている21頁の掲載内容は、同規則の様式「第五号　砂糖検査証

印」であるところの、「合格砂糖（肉色紫）」、「不合格砂糖（肉色赤）」、ならび

に、「容量印」としての「定量（肉色紫）」および「不足（肉色赤）」の検査証

印の部分である。

（5）奥付の記載内容

　山下文庫本の奥付では、一行目に印刷年月日が「昭和九年六月十二日印刷」

と、二行目に発行年月日が「昭和九年六月十八日発行」と表記された後に、三

行目に「沖縄駆物産検査所」と表記されている。ここには沖縄県物産検査所が

本書を「編纂」ないし「編集」したという記載はないが、本書の編者および発

行者の表示であると考えてよいであろう。山下文庫本の奥付では、さらに、四

～五行目に印刷人が「沖縄縣那覇市通堂町貳丁目壹番地／印刷人　嘉味田朝茂」

と、六～八行目に印刷所が「沖縄縣那覇市通堂町貳丁目壹番地／印刷所　向春

商会印刷部／（電話二三三番）」と表記されている。

　山下文庫本の奥付中央上部には、「沖縄県立図書館／昭和／51.3. －1/43608」

という印影（黒印）の沖縄県立図書館の蔵書印（楕円形）が押印されている。

「51.3.- 1」は山下文庫本の受入年月日（昭和51年３月１日）の表示である。

さらに、この蔵書印の左下に、請求番号が黒鉛筆で「T K60／052」と書かれ

ている。なお、奥付中央下に、「￥2､50.」と鉛筆書きされているが、これは山

下文庫本が沖縄県立図書館に譲渡された際の購入価格であろうか。

（6）本書の編纂目的

　本書には、緒言や編纂例の類の文章が付されていない。そのため、本書の編

纂目的を直接に知ることができる記述はない。しかし、前述したように、本書

の山下文庫本の内表紙には、書名の表示の左側に万年筆で「農林課糖業係用」

と書き込まれている。このことから、本書の山下文庫本は、もともと沖縄県の
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農林課糖業係の業務の用に供されていたと考えられる。本書に収録されている

沖縄県令規の内容から見ても、本書が沖縄県物産検査所の業務に関係する人々

による参照を念頭に編纂されたものであることは明らかであろう。

四　『沖縄県物産検査関係例規』収録の沖縄県関係令規について

（1）収録令規の件数

　本書に収録されている沖縄県関係令規の件数は、本編に相当する部分に17件、

「附録」部分に10件、合計27件である。この27件の沖縄県の令規の類型別内訳

は、論告１件、県令４件、告示２件、訓令甲13件、訓令乙２件、指令２件、通

知１件、物産検査所通牒２件である。

　本書には、この27件の沖縄県令規の他に、前述のように、国（中央政府）の

法令である勅令１件（明治20年７月20日公布勅令第39号「官吏服務紀律」）お

よび内務省令１件（明治35年２月14日公布内務省令第３号「府県郡吏員服務紀

律」）が掲載されている。

【表１】『沖縄県物産検査関係例規』の年次別・類型別収録令規数

－72－



（2）収録令規の公布・発令時期

　本書に収録されている27件の沖縄県関係令規のうち、公布・発令時期が最も

早いものは明治41年３月31日発令の訓令甲第14号「雇員俸給支給規則」（後掲

【表２】の126)であり、公布・発令時期が最も遅いものは昭和９年９月28日

発令の物検第1.9号通牒「職員勤怠調査報告ノ件」（後掲【表２】の115）であ

る。この27件の沖縄県の令規を公布・発令年次別、令規類型別に示すと【表１】

のとおりであり、公布・発令年次別では大正12年の令規が最も多い（７件）。

（3）収録令規の概要

　既に本書の目次に関連して述べたように、本書の本文の前半部分（本編に相

当する部分）には物産検査関係の沖縄県令規17件が収録されており、本書の後

半部分には、「附録」と表示された仕切り紙の後に、沖縄県の官吏・職員等の

勤務や給与等に関する沖縄県令規10件が収録されている。

　前者の物産検査関係の令規中には、「砂糖及砂糖樽ノ精整統一ヲ図り以テ市

場ノ信用ヲ維持増進セムトスル」ために砂糖および砂糖樽の検査を県営に移す

ことを宣言した大正元年10月の論告（後掲【表２】の１１）、物産検査の基本

規定（同12）、物産検査の手続に関するもの（同１３、１５）、物産検査の手数

料に関するもの（同16、17、18）、物産検査所の管轄区域に関するもの（同

14）、物産検査所の職制や処務に関するもの（同19、110、1 11）、物産検査

所の職員の旅費・支給品・休暇に関するもの（同1 12、1 13、114）などが収

録されている。

　他方、後者の沖縄県の官吏・職員等の勤務や給与等に関する令規中には、沖

縄県の席（沖縄県物産検査所もこれに該当する。）の執務時間・休暇に関する

もの（後掲【表２】の118）、県吏員の恩給に関するもの（同121、122)、県

吏員・職員の懲戒に関するもの（同1 19）、県費支弁に属する職員の旅費・離

島在勤手当・俸給に関するもの（同123、124、125)、県雇員の俸給に関す

るもの（126）などが収録されている。これらの令規が本書に収録されている

のは、これらの令規が沖縄県物産検査所に勤務する沖縄県官吏・職員・雇員に

も適用されることを前提としているものと考えられる。
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　なお、後掲【表２】の1 15、116、117については、令規の一部抜粋であり、

全文が収録されているわけではない。

五　沖縄県物産検査所と物産検査について

　つぎに、本書の編纂・発行者である沖縄県物産検査所について若干言及して

おこう。

　沖縄県物産検査所は、沖縄県の特産品である砂糖、砂糖樽、酒（泡盛、焼酎）、

帽子および青の検査をおこなっていた沖縄県の機関である。

　沖縄県では明治30年代に砂糖および砂糖樽の粗製濫造が頻発し、沖縄県産の

砂糖の信用にかかわる問題になった。そこで、沖縄県は明治31年７月29日に県

令第23号「砂糖樽製造営業規則を改正公布し、さらに明治39年４月17日には

県令第21号「製糖取締規則」を公布して、信用維持のためそれらの検査を郡区

役所・島庁を通じて町村（当初は間切）に再委任しておこなわせた。しかし、

町村による砂糖および砂糖樽の検査が十分に機能しなかったためにへ沖縄県

は、大正元年(1912年）10月13日に県令第15号「砂糖検査規則および県令第

16号「砂糖取締規則を公布し、同月15日より砂糖や砂糖樽の検査を県の直営

とすることにし、沖縄県砂糖検査所を設置した。その後、大正５年(1916年）

４月１日に、物産検査を砂糖および砂糖樽以外の物産（酒、帽子）にも拡大す

ることになり、「物産検査規則」を制定するとともに、沖縄県砂糖検査所を沖

縄県物産検査所と改称するに至った（なお、帽子の物産検査は大正14年４月に

廃止され、昭和３年６月から新たに青筵が物産検査の対象に加えられた。）。

　大正12年12月24日発令沖縄県指令第1245号「物産検査所処務細則」（後掲

【表２】の1 11）第１条によれば、物産検査所の処理すべき検査事務として、

①職員の養成並びに配置に関する事項、②検査施行並びに取締に関する事項、

③検査標準品の査定並びに配付に関する事項、④検査成績調査及び統計報告に

関する事項、⑤物産の改善奨励並びに調査に関する事項、⑥物産の貯蔵及び取

引調査に関する事項、⑦物産の移出入調査に関する事項、⑧不合格品調査に関
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する事項、⑨物産の計量及び包装材料調査に関する事項、の９項目を定めてい

るｏ。これによって、物産検査所が行っていた物産検査業務の概要を知ること

ができる。

　『沖縄県物産検査関係例規』収録の沖縄県関係令規の資料的

価値について

　ここでは、本書の山下文庫本が収録する沖縄県関係令規が、戦前期沖縄県の

他の令達。令規集において、どの程度重複して掲載・収録されているかという

観点から、本書収録の沖縄県関係令規の資料的価値について検討することにし

よう。

　ところで、本書が昭和９年に発行された後に編纂・発行された戦前期沖縄県

の令達・令規集のうち直近のものは、『加除自在現行沖縄県令規全集』（昭和４

年再版発行）の国立国会図書館所蔵本（最終追録の内容は昭和15年１月１日現

在）（以下「「令規全集」（国会本）」という。）である。他方、本書が発行され

る以前については、各分野の沖縄県令規を収録している「沖縄県令達類纂〔改

訂増補版〕」（明治44年発行）（以下「明治44年版「令達類纂」」という。）およ

び収録令規の内容の上で関連のある「糖業関係例規」（昭和５年発行）との異

同に着目してみることにしたい。そこで、本書収録の沖縄県令規と上記３件の

令達・令規集所収の沖縄県令規との重複収録状況を確認し整理すると、次のと

おりである（後掲【表４】「他の令達・令規集との重複収録状況」参照）。

　①本書の山下文庫本に収録されている沖縄県令規と明治44年版『令達類纂』

に収録されている令規とが同文のもの：0件。

　②本書の山下文庫本に収録されている沖縄県令規と『糖業関係例規』に収録

されている令規とが同文のもの：２件（後掲【表２】の11、17）。

　③本書の山下文庫本に収録されている沖縄県令規と『令規全集』（国会本）

に収録されている令規とが同文のもの:13件（後掲【表２】の13、15、18、

19、112、113、118、119、120、121、125、126、127）。
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　④本書の山下文庫本に収録されている沖縄県令規が明治44年版『令達類纂』

に収録されている令規を一部改正したものであるもの：３件（後掲【表２】の

125、126、127)。

　⑤本書の山下文庫本に収録されている沖縄県令規が「糖業関係例規」に収録

されている令規を一部改正したものであるもの：６件（後掲【表２】１２、１３、

１４、１５、１６、１８）。

　⑥『令規全集』（国会本）に収録されている令規が本書の山下文庫本に収録

されている沖縄県令規を全面改正したものであるもの：２件（後掲【表２】の

1 17、122)。

　⑦「令規全集」（国会本）に収録されている令規が本書の山下文庫本に収録

されている沖縄県令規を一部改正したものであるもの：６件（後掲【表２】の

12、工4、16、110、123、124)。

　⑧本書の山下文庫本に収録されているが、上記３件の令達・令規集には収録

されていない沖縄県令規：４件（後掲【表２】の15、114、1 15、116）。

　以上によれば、本書の山下文庫本に収録されている沖縄県令規は、③のカテ

ゴリーに属する４件については他の文献資料では参照することができる可能性

が小さいと考えられ、また④、⑤、⑥および⑦のカテゴリーに属するもののう

ち③のカテゴリーに該当しない令規（12、14、16、1 10、117、122、1

23、124)、については全面改正または一部改正の前後の異同を確認する上で

有用であると考えられる。この点に本書の資料的価値があるといえよう。

七　後掲の【表２】ないし【表４】について

　最後に、本稿の末尾に資料として掲載した【表２】ないし【表４】について

簡単に解説をしておこう。

　まず、【表２】は、本書の山下文庫本に収録されている27件の沖縄県令規を

同書の本文における掲載順に一覧表示したものである。【表２】のうち、「符号」

（Ｉ）と「整理番号」（1～27）は、筆者が作表の便宜と後日の引用の都合上付
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したものである。つぎに、「令規類型」、「令規番号」、「令規の名称・件名」お

よび「掲載頁」の欄については、山下文庫本の目次の記載内容をベースにして、

同書の本文の記載内容と照合したうえで作成した。その際、「掲載頁」は、当

該の令規が複数頁にわたって掲載されている場合でも、最初の頁数のみを示し

た。本書の目次には公布・発今年は記載されているが、公布・発令月日は記載

されていないので、「公布（発令）年月日」の欄については、山下文庫本の本

文の記載内容に従って作成した。さらに、当該令規中にその令規の施行年月日

が記載されているもの（公布の日に施行する旨定められているものを含む。）

については、その年月日を「施行年月日」欄に表示し、また、本文中に当該令

規の一部改正の沿革に関する情報が記載されているものについては、それらの

情報のうち最終改正の年月、令規類型、令規番号を「最終改正」欄に表示した。

最後に、当該令規の制定に伴う既存令規の廃止に関する記載がある令規につい

ては、その廃止された令規の公布・発令年月、令規類型、令規番号、令規の名

称。件名等を「本令規による廃止令規」欄に表示した。

　つぎに、【表３】には、【表２】に掲載した令規の一部について、令規の名

称・件名の目次と本文とでの異同などに関する補足的な説明を付した。

　最後に、【表４】には、本書の山下文庫本に収録されている27件の沖縄県令

規と戦前期沖縄県の他の３件の令達・令規集に収録されている令規との重複収

録状況を（筆者が当該令規に付した符号および整理番号とともに）表示した。

八　おわりに

　以上本稿では、沖縄県立図書館が所蔵する沖縄県物産検査所編『沖縄県物産

検査関係例規』を底本として、同書の書誌情報について解説するとともに、同

書が収録する沖縄県令規について紹介してきた。

　本稿で『沖縄県物産検査関係例規』を取り上げたことにより、現時点で筆者

が確認している戦前期沖縄県の令達・令規集のうち、その書誌情報の詳細の解

説と収録令規の整理・紹介の作業が残っているのは『加除自在現行沖縄県令規
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全集』だけとなった。同書は、いわゆる加除式の体裁の二分冊（第一綴り、第

二綴り）から成る令達・令規集であるが、筆者が確認しえた限りでも、最終追

録の時期が異なる６種（ただし、第一綴りだけのものが２種、第二綴りだけの

ものが１種ある。）が存在しており（1･）、収録令規数も二分冊で1600件ないし1800

件に及んでいる。戦前期沖縄県の令達・令規集に関する筆者の研究は、今後こ

の『加除自在現行沖縄県令規全集』を対象として進められることになろう。
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【表２】「沖縄県物産検査関係例規」所収の沖縄県関係令規一覧





【表３】【表２】への補注
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【表４】他の令達・令規集との重複収録状況
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